
綿密なトライアルを経て全社導入へ

　自動車や家電、医療機器などの幅
広い分野で小型モーターを製造・販
売するマブチモーターは、ITを活用
した経営基盤の強化と間接業務の
効率化に取り組んでいる。特に施策
の一つである生成AIによる業務の
効率化を強力に推進中だ。
　2023年に生成AIの導入を検討
し始めた当時、マブチモーターは生
成AIの革新性に関心を持ちつつも、
生成AIのハルシネーションや情報漏
洩に対するリスクも感じており、そ
の制約の中で「生成AIが当社の業
務に役立つだろうか」という懸念が
社内にあったという。しかし同社は、
生成AIの導入パートナーとして日鉄
ソリューションズ（以下、NSSOL）を
選び、「トライアル期間を設定して、
懸念点をNSSOLと一つひとつ解決
しながら生成AIの全社導入につな
げていきました」とIT本部情報シス
テム部アソシエイトの岩岡藤子氏は
振り返る。
　生成AIのトライアルは、社内から
募った有志約130人で実施した。各
部門におけるユースケースや課 題
を洗い出し、生成AIの有用性をア

ンケートなどでしっかりと検証して
いった。
　情報漏洩のリスクについては、法
人向け生成AIサービス「exaBase 
生成AI」を採用することで解消した。
この生成AIサービスは「入力した情
報が学習に利用されず、社内であっ
ても部門ごとにアクセスできる情報
を制限できる」（岩岡氏）というセキュ
リティー機能が評価された。

生成AIのユースケースは多彩

　トライアルを経てマブチモーター
は、2024年10月にexaBase 生成
AIの全社運用を開始した。
　その用途は幅広い。人事・総務本
部マブチラーニングインスティテュー
ト アソシエイトの東陽平氏は「社内
研修用の動画を海外拠点向けに翻
訳する業務をexaBase 生成AIで
大幅に効率化しました」と明かす。従
来は手作業で英語に翻訳していた
が、生成AIで翻訳した原稿を人が
チェックする形に変更し、動画の字
幕を読みやすい文字数に収める作
業も生成AIで自動化した。「1、２カ
月必要だった作業が、早ければ5日
程度で完了します。現在は中国語の
翻訳にも着手しました」（同）。
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導入3カ月で9500時間＊の削減に
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マブチモーターは「経営計画2030」の一環として、2023年から生成AIによる間接業務の生産性改善に
取り組んでいる。

セキュリティーに優れた「exaBase 生成AI」を選定し、NSSOLの支援のもとで生成AIのトライアルを実施。
同社の業務にどう活用すべきかを徹底的に検証し、2024年10月に全社展開した。

生成AIは幅広い業務で使用され、最初の3カ月だけでも約9500時間（年換算約3万8000時間）の業務
削減効果を生み出した。今後は機械学習の導入も含め、AIの活用を一層進める計画だ。
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生成AIに関する知見、生成AI
サービス「exaBase 生成AI」の
導入・活用ノウハウ

システム概要

⃝法 人 向 け 生 成 A I サービス
「exaBase 生成AI」

関連SDGs

ITによる業務効率化
とペーパーレス化を
推進
エネルギー効率の良
いプロダクトの開発
と提供を目指す

exaBase生成AIは株式会社Exa Enterprise AIが開発・
提供しています。

*対象となるユーザーの3カ月の総労働時間は約38万4000時間であり、それに対しての削減効果時間が9500時間（約2.5％）です。



　技術管理部アソシエイトの白井俊
成氏は、海外の特許調査をする際に
生成AIの翻訳機能を活用している
という。「自社技術が他社の特許に
触れないよう、調査1件当たり1000
～2000件の特許を調べています
が、英語、ドイツ語、中国語などで
書かれた海外の特許を精査する必
要があるうえ、特許の文章構造が非
常に複雑なため、一般的な翻訳ツー
ルではうまく翻訳できないことが少
なくありません。そういう難しい文
章をexaBase 生成AIに翻訳させる
と、文脈に沿った解釈を示してくれ
ます。海外の特許調査にかかる翻訳
の作業時間は、体感的に半分から3
分の1になりました」。

表計算ソフトの関数作成が容易に

　生成AIは、表計算ソフトの関数や
VBAコードの生成にも活用されて
いる。その効率の良さについて、購
買・生産管理本部設備調達室アカウ
ントエグゼクティブの水戸香奈氏は
こう語る。「国内外の製造拠点で使
われる消耗品のコストを表計算ソフ
トで分析するとき、年間35万件に達
するデータの粒度をそろえ、多様な

切り口で分析するために、半日くら
いかけて関数を作成していました。
しかし、exaBase 生成AIなら、やり
たいことを入力すると関数やVBA
コードをすぐに作成できます。とて
も強力なツールだと感じました」。
　生成AIの導入効果は非常に大き
く、2024年10月からの全社展開か
ら3カ月で9500時間を超える業務
削減効果が得られた。生成AIを含
む全社での業務削減効果の合計は
約1万5000時間だったので、業務削
減効果の63％を生成AIの活用で
達成したことになる。生成AIの利用
度が低い部門への普及活動をさら
に進め、生成AIの高度な利用を全
社で共有することで、今以上に高い
水準での業務削減効果の獲得を目
指している。
　マブチモーターは今後、AIの高度
活用を進めていく考えだ。生成AIで
は主に業務の省力化を志向してい
たが、これに機械学習を加え、業務
の付加価値を高めていく。この新し
い取り組みに対して岩岡氏は、「豊富
な技術力と経験を持つITパートナー
として、NSSOLには引き続き支援
してほしい」と期待する。
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4Week

Phase1
生成AIの理解向上

Phase2
実業務での活用

Phase3
ユースケースの抽出・創出
＋高度利用の探索

4Week
入門研修

①入門研修
●生成AIの動向やプロントとは一体
何かといった基礎知識の習得
●生成AIを使って演習を行うことで、
基礎的なリテラシーを習得

応用研修

②応用研修
●生成AIを有効活用するための応用ス
キルを習得する
●変数の利用やゴールシークプロンプ
トなどについて学び、これらを使いこ
なすプロンプトのつくり方を習得する

③実践ワークショップ
●生成AIの習熟を目指し、ワーク
ショップを開催

●事務局から提示した課題につ
いてチームでプロンプトを検討

●最後に事務局から講評を行う

④ユースケースの洗い出し
●各チームでexaBase 生成AIの活用機
会を洗い出してもらい、ユーザー自身の
実業務で生成AIを活用できるようにする

●チームごとに週次でミーティングを設定
し、キャラバン形式で進める

⑤業務部門によるユースケース実施
●実際にプロンプトを作成・実行して
みる。そこから成功事例を獲得する
とともに課題を洗い出す

●必要に応じてチームを絞り込み、事
務局がフォローアップ

■マブチモーターにおける生成AIの導入プロセス
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